
南部町介護保険運営協議会

報告事項 １

第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画及び

「健康とくらしの調査」の結果について

資料１

令和３年度 第１回南部町介護保険運営協議会

日時 令和３年11月11日（木） 午後６時

場所 南部町健康センター 集団指導室
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地域課題の現状分析

計画策定の趣旨

現在

南部町の現状と取り組み

人口減少・少子高齢化が急速に進む我が国に

おいて、高齢化の進展が続いております。

⚫ 高齢化率の上昇

⚫ １人暮らしの高齢者や高齢者のみ世帯の増加

⚫ 認知症高齢者の増加 など

高齢者を取り巻く環境も変化する中で、団塊

の世代が75歳以上の後期高齢者となる令和７

年（2025）を見据え、医療、介護、介護予防、

住まい及び自立した日常生活のための支援が

包括的に確保される仕組みである「地域包

括ケアシステム」の構築を図り、深化・推進

をしてきました。

今後の課題

いわゆる団塊ジュニア世代が65歳以上となる

2040（令和22）年には、現役世代の減少が

顕著となり、地域の高齢者介護を支える人的

基盤の確保が必要となります。
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地域の実情把握・課題の分析を勘案して、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で、自立した日常

生活を営むことができるよう、「第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画」を策定
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第８期介護保険事業計画策定のための調査

第８期介護保険事業計画策定のため、７つの調査を行いました。

調査名 配布数 回収数 回収率

１
介護予防・日常生活圏域ニーズ調査
（健康とくらしの調査）

1,500 1,060 70.7％

２ 在宅介護実態調査 300 221 73.7％

３ 在宅生活改善調査 9 8 88.9％

４ 居所変更実態調査 22 20 90.9％

５ 介護人材実態調査 47 43 91.5％

６ 介護支援専門員調査 24 22 91.5％

７ 介護保険サービス等参入意向調査 23 23 100.0％
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介護予防・日常生活圏域ニーズ調査（健康とくらしの調査）

目的

●要介護状態になる前の高齢者のリスクや社会参加状況を把握し、

地域診断に活用し、地域の抱える課題を特定する

●介護予防・日常生活支援総合事業の評価に活用

調査地域 南部町全域

調査対象者

●介護予防・日常生活支援総合事業対象者

●要支援認定者（要支援１・２）

●一般高齢者（65歳以上の人）

対象者数 1,500人（回収数 1,060 集計数1,057 回収率 70.7％）

調査方法
郵送法（郵送による配布・回収）

※日本老年学的評価研究機構（健康とくらしの調査）に参加
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７期
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JAGES健康とくらしの調査参加自治体（第２期）の21市町村で各項目の比較を行いました。

JAGES健康とくらしの調査参加自治体（第２期）

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）



７期
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八戸市 十和田市 三戸町 五戸町 南部町 六戸町
参加自治体
（第２期）

フレイルあり割合 29.4 28.0 26.7 36.1 26.2 27.0 23.4

運動機能低下者割合 11.5 12.3 12.8 18.4 11.9 12.0 9.9

１年間の転倒あり割合 30.4 29.2 31.7 34.6 30.3 31.4 25.5

物忘れが多い者の割合 42.4 41.7 41.8 48.0 38.8 40.9 39.4

閉じこもり者割合 7.9 6.4 7.2 12.3 8.5 7.5 4.3

うつ割合 29.6 27.9 27.8 30.1 24.6 27.4 22.9

口腔機能低下者割合 21.3 19.5 15.7 22.4 16.2 20.0 19.1

低栄養の傾向割合 4.9 5.5 4.1 5.7 4.1 3.9 6.5

要介護・要介護リスク者割合 45.9 44.2 39.3 54.7 39.5 41.5 42.3

認知機能低下者割合 40.8 37.8 39.9 44.5 35.8 40.7 35.0

※JAGES健康とくらしの調査参加自治体（第２期）の数字より上回る場合は赤字、下回る場合は青字に強調表示されます。

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（総括表）①

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）



７期
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八戸市 十和田市 三戸町 五戸町 南部町 六戸町
参加自治体
（第２期）

IADL（自立度）低下者割合 13.3 12.9 13.6 20.2 12.0 12.1 11.0

幸福感がある者の割合 37.9 39.0 36.0 34.5 36.6 37.9 44.4

就労していない者の割合 67.3 60.7 47.5 54.5 52.9 51.9 65.1

ボランティア参加者割合 7.3 7.3 5.4 4.7 5.2 6.2 11.7

スポーツの会参加者割合 14.5 14.3 6.2 4.2 8.2 10.6 22.6

趣味の会参加者割合 17.6 18.6 11.8 9.3 13.4 14.5 27.9

学習・教養サークル参加者
割合

4.2 4.2 2.5 2.0 2.5 3.1 7.8

通いの場参加者割合 5.9 6.6 7.1 5.4 4.3 10.3 11.8

特技や経験を他者に伝える
活動参加者割合 2.8 3.9 2.6 1.8 2.3 2.6 5.1

友人知人と会う頻度が高い、
者の割合 58.5 64.7 63.1 63.6 64.1 65.4 67.9

※JAGES健康とくらしの調査参加自治体（第２期）の数字より上回る場合は赤字、下回る場合は青字に強調表示されます。

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（総括表）②

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）



介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（グラフ） ①

7

フレイルあり割合

運動機能低下者割合

１年間の転倒あり割合

物忘れが多い者の割合

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）
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閉じこもり者割合

うつ割合

口腔機能低下者割合

低栄養の傾向割合

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果 （グラフ）②

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）
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要支援・要介護リスク割合

認知症機能低下者割合

IADL（自立度）低下者割合

幸福感がある者の割合

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（グラフ） ③

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）
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就労していない者の割合

ボランティア参加者割合

スポーツの会参加者割合

趣味の会参加者割合

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（グラフ） ④

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）
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学習・教養サークル参加者割合

通いの場参加者割合

特技や経験を他者に伝える活動参加者割合

友人知人と会う頻度が高い者の割合

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査結果（グラフ） ⑤

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）
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小地域との比較（名川・南部・福地地区）

小地域との比較により、よい地域と改善の余地

が大きい重点支援対象地域が明らかになった

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画基礎調査報告書（概要版）



地域診断の概要 （JAGES研究者が分析した結果）

全国の大学・国立研究所などの

研究者が多面的な分析

介護予防や地域づくりに向けた

地域診断の概要（結果）を報告

１ 市町村比較から見る特徴・強みと課題

２ 特徴・強みや課題と関連する要因

３ 市町村内比較から探る重点対象地域

４ 市町村比較から探る重点対象地域改善の手がかり
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特徴・強みと課題

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成

特徴・強み

⚫ 健康指標のうち、全国64市町村上位２割に入る「口腔機能低下者割合」「低栄養者割合」「BMIが18.5未満の

者の割合」「健診（１年以内）未受診者割合」が南部町の特徴・強みと考えられる指標でした。

目的：他の市町村と比べた、南部町の特徴・強みや課題と思われる指標を明らかにすることを目的に比較分析をし

ました。

方法：JAGES2019年度調査では、同じ方法（調査票、郵送回収、集計方法）で全国64市町村の要介護認定を受け

ていない65歳以上を対象に健康状態や社会参加状況などを比較しました。
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特徴・強みと課題

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成

課題

⚫ 健康指標の課題では、全国64市町村の中で下位１割に入り、26町村の中でも下位２割に入る「幸福感がある者

の割合」「閉じこもり者割合」がありました。

⚫ 社会参加・交流関連指標では、「スポーツの会参加者割合」「趣味の会参加者割合」「ボランティア参加者割

合」「学習・教養サークル参加者割合」「特技や経験を他者に伝える活動参加者割合」「ソーシャル・キャピ

タル得点（社会参加・助け合い）」が全国64市町村の中で下位１割留まりであることが課題です。

15



特徴・強みや課題と関連する要因

１ 健診（１年以内）受診者が多い町村は口腔機能低下者が少ない

⚫ 年齢の影響を考慮して、後期高齢者に限定しても、健診（１年以内）未受診者割合が少ない町村は、口腔機能

低下者が少ないという相関がみられました（下図参照）。

⚫ 健診（１年以内）受診者が多いことが、南部町の特徴・強みである口腔機能低下者が少ない一因と考えられる

ので、これらを維持するために、引き続き健診（１年以内）受診者を高い水準で維持することが重要と考えら

れます。

南部町

南部町

目的：どのような要因が、特徴・強みあるいは課題と関連するのかを明らかにすることを目的に分析しました。

方法：JAGES2019年度調査に参加した64市町村のデータを用いて、指標との相関が強い要因を探りました。

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成 16



２ 幸福感と閉じこもりは、助け合いと相関する

⚫ 「ソーシャル・キャピタル得点（助け合い）」は、26町村の中で南部町が下位１割に入っていることが課題です。

⚫ ソーシャル・キャピタル得点（助け合い）とは、情緒的サポート受領（心配事や愚痴を聞いてくれる人がい

る）者の割合や手段的サポート（看病や世話をしてくれる〔受領〕／〔提供〕してあげる人がいる）の割合の

３つのサポート指標を組み合わせたものです。

⚫ 助け合いが多いほど、「幸福感」が多く、「閉じこもり者」が少ないという相関が見られます（下図参照）。

南部町

南部町

特徴・強みや課題と関連する要因

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成 17



３ 幸福感と閉じこもりに、学習・教養サークルや趣味の会参加も相関する

⚫ 「学習・教養サークル参加者割合」「趣味の会参加者割合」は、26町村の中で南部町が下位１割に入る課題

です。

⚫ 学習・教養サークルや趣味の会参加が多いほど「幸福感」が多く、「閉じこもり者」が少ないという相関が

見られます（下図参照）。

特徴・強みや課題と関連する要因

南部町

南部町

南部町

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成 18



４ 社会参加と助け合いが少ない町村で幸福感がある者が少なく、閉じこもり者が多い

⚫ ソーシャル・キャピタル得点（社会参加）とは、スポーツ、趣味、ボランティア、学習・教養、特技や経験を

他者に伝える活動の参加者割合の指標を組み合わせたものです。

⚫ 社会参加と助け合いは相互に関連し、これらが低い町村では、幸福感が低く、閉じこもり者の割合が高いとい

う相関が見られます（下図参照）。

⚫ これらの相関から、社会参加を増やすことで、助け合いが高くなり、その結果、南部町の課題である幸福感、

閉じこもりの改善が期待できると考えられます。

特徴・強みや課題と関連する要因

南部町

南部町

南部町

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成 19



市町村内比較から探る重点支援対象地域

目的：課題だとわかった指標について、南部町内の小地域のうち、よい地域と改善の余地が大きい重点支援対象地

域を明らかにすることを目的としました。

方法：自治体内小地域別データを用いて比較しました。

１ 幸福感がある者の割合の小地域比較

⚫ 幸福感がある者の割合には、35.0～43.2％の小地域間格差がありました。

⚫ 重点支援対象地域は、前期・後期高齢者ともに「名川地区」でした。

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成

名川地区 南部地区 福地地区

コア：幸福感がある者の割合（地域別） ※ピンクは参加自治体平均 重点支援対象地域：名川地区 重点支援対象地域：名川地区

南部 南部名川 名川

福地 福地
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市町村内比較から探る重点支援対象地域

２ 閉じこもり者割合の小地域比較

⚫ 物忘れが多い者の割合には、5.8～9.4％の小地域間格差がありました。

⚫ 重点支援対象地域は、前期高齢者では「福地地区」、後期高齢者では「名川地区」でした。

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成

名川地区南部地区 福地地区

重点支援対象地域：福地地区 重点支援対象地域：名川地区コア：閉じこもり者割合（地域別） ※ピンクは参加自治体平均

南部 名川

福地

南部

福地

名川

21



市町村比較から探る改善の手がかり

目的：他市町村間比較と相関分析で、課題であるとわかった指標と高い相関を示した社会参加・交流などの指標に

ついて、市町村内の小地域のうち、改善の余地が大きな地域とよい地域とを比較し、手がかりを得ることを

目的としました。

方法：市町村内小地域別データを用いて、社会参加・交流指標について比較しました。

１ ソーシャル・キャピタル得点（社会参加）の重点対象地域と手がかりが得られそうな地域は？

⚫ ソーシャル・キャピタル得点（社会参加）は、前期高齢者に限定しても、16.8～41.7点の小地域間格差があり

ました。

⚫ 前期高齢者の重点支援対象地域は、「名川地区」（16.8点）でした。

⚫ 手がかりが得られそうな地域は、「福地地区」（41.7点）でした。

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成

名川地区

南部地区 福地地区

名川南部

福地

重点支援対象地域：名川地区
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日本老年学的評価研究機構の提供資料より作成

１ ソーシャル・キャピタル得点（社会参加）の重点対象地域と手がかりが得られそうな地域は？

⚫ ソーシャル・キャピタル得点（社会参加）は、後期高齢者に限定しても、25.6～39.1点の小地域間格差があり

ました。

⚫ 後期高齢者の重点支援対象地域は、「名川地区」（25.6点）でした。

⚫ 手がかりが得られそうな地域は、「福地地区」（39.1点）でした。

市町村比較から探る改善の手がかり

福地地区南部地区名川地区

福地

名川南部

重点支援対象地域：名川地区
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市町村比較から探る改善の手がかり

２ ソーシャル・キャピタル（社会参加）得点が高いまちで幸福感がある者が多い

⚫ 26町村（左図）、南部町内の後期高齢者（右図）でも、ソーシャル・キャピタル（社会参加）得点が高いまち

で幸福感が高い者の割合が高いです。

南部町

南部地区

名川地区

福地地区

「健康とくらしの調査2019年 地域診断 概要_南部町」より作成 24



市町村比較から探る改善の手がかり

３ グループ活動への参加意向がある者は３割以上

⚫ 「地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、いきいきとした地域づくりを

進めるとしたら、あなたはその活動に企画・運営（お世話役）として参加してみたいと思いますか」という問

いに「是非参加したい」「参加してもよい」と回答した人の割合は、南部町は33.9％でした。

⚫ 前期高齢者で、ソーシャル・キャピタル（社会参加）得点が

低く、重点支援対象地域とされた名川地区（32.9％）の回答

者が、参加意向を示していました。

⚫ 後期高齢者で、ソーシャル・キャピタル（社会参加）得点が

低く、重点支援対象地域とされた名川地区（22.0％）の回答

者が、参加意向を示していました。

⚫ このような人たちに集まっていただき、まちづくりの重要性

ややりたいことなどを話し合ってもらえば、社会参加などの

グループ活動が増え、助け合いも増えて、閉じこもり者が少

なく、幸福感が高い人が多い南部町づくりを進められると期

待できます。

福地地区

福地地区

南部地区

南部地区

名川地区

名川地区

重要：グループ活動（企画・運営）へ参加意向がある者の割合（地域別） ※ピンクは参加自治体平均

重要：グループ活動（企画・運営）へ参加意向がある者の割合（地域別） ※ピンクは参加自治体平均
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まとめ

「2019年健康とくらしの調査」調査に参加した市町村を比較した結果、以下のことがわかりました。

市町村間比較から見る特徴・強みと課題

⚫特徴・強みは、「口腔機能低下者割合」「低栄養者割合」

「BMIが18.5未満の者の割合」「健診（１年以内）未受診割

合」が少ないことでした。

⚫課題は、26町村の中で「幸福感がある者」が少なく「閉じ

こもり者」が多く、社会参加と助け合いが少ないことと考

えられます。

特徴・強みや課題と関連する要因

⚫強みは、口腔機能低下者割合の少なさと健診（１年以内）

受診割合の高さが関連していると考えられました。

⚫幸福感が低く、閉じこもり者が多いという健康課題があり、

低位の指標であった、学習・教養サークルや趣味の会参加、

ソーシャル・キャピタル（社会参加、助け合い）得点、

などと相関を認めました。

⚫社会参加を増えることが助け合いを増やし、それによって

「閉じこもり者」が減り、「幸福感がある者」が増える可

能性が示唆されました。

市町村内比較から探る重点対象地域

⚫幸福感がある者が少ない、閉じこもり者割合が高いという南

部町の健康課題について、町内に1.2～1.6倍程度の小地域間

格差があることがわかりました。

⚫重点支援をすべき地域は、指標と前期・後期高齢者で異な

ることがわかりました。２つ以上の重点支援対象地域と

なったのは、名川地区でした。

市町村内比較から探る重点対象地域改善の手がかり

⚫ソーシャル・キャピタル（社会参加）得点が高いまちで幸福

感がある者が多いことから、健康課題の克服のための手がか

りは、社会参加者が多い地域から得られると期待できます。

⚫グループ活動の企画・運営に参加意向を示す高齢者が３割

いました。このような人たちに集まっていただき、まちづ

くりの重要性ややりたいことなどを話し合ってもらえば、

社会参加などのグループ活動が増え、助け合いも増えて、

閉じこもり者が少なく、幸福感が高い人が多い南部町づく

りを進められると期待できます。
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地域診断の概要（まとめ）
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地域課題の現状分析

計画の位置付けと他計画との関係

現在

「介護保険事業計画」と高齢者福祉計画」が連携することにより、総合的な高齢者福祉施策の展開が

期待されることから、両計画を一体的に策定しました。また、関連する他の計画との整合性・調和を

図ります。

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 50



地域課題の現状分析

計画の期間

現在

2021（令和３）年度から2023（令和５）年度の３年間を計画期間とします。

記載を充実する事項（国の基本方針）

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 51



地域課題の現状分析

基本理念

現在

基本理念には、暮らしの基盤である地域において、町民、民間事業者、町等が連携し、互助・共助を

含む支え合いを土台としたまちづくりによって、生活課題や地域課題を解決していく取り組みへの強

い思いが込められています。

第８期計画においても、前期計画の基本理念を踏襲したうえで、これまでの理念や取り組みを発展的

に受け継ぎながら７つを重点施策と位置付け、高齢者施策の推進を図ります。

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 52



地域課題の現状分析

自立支援、介護予防・重度化防止の推進

現在

⑴ 介護予防の推進と普及啓発

⚫ 介護予防把握事業

⚫ 認知症予防教室（あたま元気教室）

⚫ 高齢者水中運動教室

⚫ 介護予防出前講座

⚫ 介護予防ボランティア育成講座

⚫ 転倒・寝たきり予防教室

⑵ リハビリテーション専門職等を活かした

取り組みの推進

⚫ 地域リハビリテーション活動支援事業

⑶ 介護予防・生活支援サービス事業の推進

⚫ 介護予防訪問介護相当サービス

⚫ 訪問型サービスＡ（軽度援助訪問サービス）

⚫ 軽度援助訪問サービスＢ（住民主体）

⚫ 訪問型サービスＣ（短期集中予防サービス）

⚫ 訪問サービスＤ（移動支援）

⚫ 介護予防通所介護相当サービス

⚫ 通所型サービスＡ（緩和した基準）

⚫ 通所型サービスＢ（住民主体）

⚫ 通所型サービスＣ（からだ元気教室）

⑷ 地域の通いの場の創出

⚫ ご近所ふれあいサロン助成事業

⚫ 認知症予防教室（あたま元気教室） ※再掲

⑸ 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な

実施

⚫ 健康増進計画（すこやか南部21）の推進

⚫ 健康づくり体操の普及【新規】

⚫ 通いの場での健康教室

⚫ 国保データベースを活用した地域診断と個別

指導

重点施策Ⅰ

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 53



地域課題の現状分析

在宅ケアの充実及び連携体制の整備

現在

⑴ 在宅医療・介護の連携強化

⚫ 在宅医療・介護連携に関する相談支援

⚫ 在宅医療・介護連携の普及啓発

⚫ 医療・介護関係者の情報共有支援

⚫ 医療・介護関係者の研修

⚫ 二次医療圏内・関係市町村の連携

⚫ 地域ケア会議

⑵ 地域包括支援センターの運営

⚫ 総合相談支援事業

⚫ 高齢者実態把握事業

⚫ 成年後見制度の利用促進

⚫ 高齢者虐待防止の普及・促進

⚫ ケアマネジメント支援事業

⑶ 在宅生活を支援する多様なサービス基盤

の充実

⚫ 高齢者配食サービス事業

⚫ 軽度生活援助事業

⚫ 外出支援サービス事業

⑷ 家族介護者等への支援の充実

⚫ 家族介護者教室

⚫ 在宅高齢者介護用品給付事業

重点施策Ⅱ

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 54



地域課題の現状分析

介護サービス等の充実・強化 ①

現在

⑴ 介護給付適正化事業の推進

① 主要５事業

⚫ 要介護認定の適正化

⚫ ケアプラン点検

⚫ 住宅改修・福祉用具点検

⚫ 縦覧点検・医療情報との突合

⚫ 介護給付費の通知

② 介護給付サービスの資的向上

⚫ ケアマネジメントガイドラインの作成【新規】

⚫ ケアマネジメント支援事業 ※再掲

⚫ 介護保険総合案内パンフレット等の作成

⚫ 介護サービス情報公表システムの利用促進

⚫ 給付実績を活用した分析・検証【新規】

⚫ 苦情への対応・事故報告の活用

③ 施設サービスの資的向上

⚫ 介護サービス事業者ガイドブックの作成【新規】

⚫ 介護事業者の適切な許認可・指定

⚫ 介護事業者に対する指導・監督

⚫ 社会福祉法人利用者負担軽減と制度の周知

⚫ 介護分野の文書に係る負担軽減の取り組み【新規】

重点施策Ⅲ

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 55



地域課題の現状分析

介護サービス等の充実・強化 ②

現在

⑵ 適正な介護保険施設等の整備

高齢者数（第１号被保険者数）は第８期計画期間中

にピークを過ぎ減少に転じると予測され、加えて認

定者数も近年横ばいであるため、大幅なサービス利

用者の増加はない見込みです。

さらに、多様な介護ニーズの受け皿となっている住

宅型有料老人ホームやサービス付き高齢者向け住宅

の利用の伸びを踏まえ、第８期計画での施設整備は

行わないこととし、既存施設の質の向上、介護人材

の確保・定着に向けた施策を図ることで、安定した

サービスの提供を目指します。

⑶ 介護人材の確保・定着・育成

⚫ 外国人材の受入環境整備事業【新規】

⚫ 介護従事者の資格取得支援【新規】

⚫ 介護職の魅力向上PR活動【新規】

⚫ 介護サービス事業者向け研修会【新規】

⑷ 2025年及び2040年を見据えた介護保険

給付サービスの見込み

⚫ 居宅サービスの利用実績と給付見込み

⚫ 地域密着型サービスの利用実績と給付見込み

⚫ 施設サービスの利用実績と給付見込み

第８期計画期間中に施設整備は行わない

重点施策Ⅲ

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 56



地域課題の現状分析

認知症施策の推進

現在

⑴ 認知症への理解を深めるための普及啓発と

本人発信支援

⚫ 認知症キャラバン・メイトの活動支援

⚫ 認知症サポーター養成の促進

⚫ 認知症セミナーの開催

⚫ 社会参加できる場の提供【新規】

⑵ 認知症予防の推進

⚫ 認知症予防教室（あたま元気教室） ※再掲

⚫ タブレットを活用した認知機能の検査【新規】

⑶ 認知証への適切な対応と介護者への支援

⚫ 認知症初期集中支援チームの充実

⚫ 認知症地域支援推進員の活動促進

⚫ 認知症カフェの充実

⚫ 認知症ケアパスの活動支援

⚫ 認知症の相談窓口の周知

⚫ チームオレンジの体制整備の構築【新規】

⑷ 認知症バリアフリーの推進と社会参加や

若年性認知症の方への支援

⚫ 若年性認知症の理解を深めるための普及・啓発

【新規】

⚫ あんしんカードの普及・啓発

⚫ 高齢者・見守りSOSネットワークの推進

重点施策Ⅳ

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 57



地域課題の現状分析

高齢者が安心して暮らせるまち・住まいの基盤整備

現在

⑴ 高齢者が安心して暮らせる住まいの確保

⚫ 緊急通報装置の貸与

⚫ 安心・安全な町営住宅の促進

⚫ 高齢者向け住宅の情報提供及び相談支援

⑵ 高齢者が暮らしやすい生活環境づくり

⚫ 高齢者運転免許証自主返納者への優遇措置事業

⚫ 買い物弱者支援事業

⚫ コミュニティバスの運行事業

⚫ 外出支援サービス事業

⚫ 社会福祉協議会との事業連携及び支援

⚫ 民生委員・児童委員の活動支援

⑶ 災害等緊急時に備えた支援の充実

⚫ 避難行動要支援者の支援体制の推進

⚫ 災害時における福祉避難所の設置と運用

⚫ 災害時における要配慮者の安否確認【新規】

⚫ 災害や感染症に対する備えの充実【新規】

⑷ 権利擁護支援の充実

⚫ 成年後見制度の利用促進 ※再掲

⚫ 高齢者虐待防止の普及・促進 ※再掲

⑸ 消費者被害等の未然防止の取り組み及び救済

⚫ 消費者被害に関する情報提供と相談の充実

⚫ 特殊詐欺被害防止に向けた広報啓発活動

重点施策Ⅴ

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 58



地域課題の現状分析

健康寿命の延伸に向けた健康づくり

現在

⑴ 生涯にわたるこころと体の健康づくり

⚫ 高齢者入浴施設等無料利用事業

⚫ 高齢者歯科口腔保健事業

⚫ 健康講座

⚫ こころと体の健康相談

⚫ 健康づくり体操の普及 ※再掲

⑵ 健康を支える地域社会づくり

⚫ 保健推進員の活動支援

⚫ 食生活改善推進員の養成と活動支援

⚫ 健康づくりリーダーの育成と活動支援

⑶ 生活習慣病などの疾病予防

⚫ 健康増進計画（すこやか南部21）の推進 ※再掲

⚫ 特定健康診査・後期高齢者健康診査

⚫ 特定保健指導

⚫ 保健指導

⚫ 健康マイレージ事業

⑷ 高齢者の感染症対策

⚫ 高齢者インフルエンザ予防接種事業

⚫ 高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種事業

⚫ 新型コロナウイルス予防接種事業【新規】

重点施策Ⅵ

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 59



地域課題の現状分析

高齢者の社会参加と生きがいづくりの支援

現在

⑴ 社会参加の機会の提供

⚫ 長寿敬老事業

⚫ 老人クラブ活動支援事業

⚫ まべち笑楽校の開校

⚫ 芸術・文化活動の促進

⑵ 助け合い活動・生きがいづくりの支援

⚫ 生活支援コーディネーターの配置

⚫ 生活支援体制整備協議体の設置

⚫ 生活支援ボランティアの養成【新規】

⚫ ボランティアポイント事業の構築【新規】

⚫ ボランティア活動促進事業

重点施策Ⅶ

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 60



保険料基準額

保険料基準額（月額）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期

（円）

第８期計画期間の算定基礎費用は、第７期より緩やかに増加し約88億円となり、そのうち第１号被

保険者負担相当額は約20億円と見込んでいますが、負担の増加を避けるため介護給付費準備基金を

活用し、保険料基準額を第７期と同額の月額7,400円とします。

4,627円 4,900円
5,400円

7,000円
7,400円 7,400円

第７期と
同額

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 61



第１号被保険者の保険料

保険料基準額をもとに低所得者の負担が重くなりすぎないように、所得に応じて９段階に調整されます。

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画

住民税
所得の状況 調整率 月額保険料 年額保険料

世帯 本人

第１段階

全
員
が
課
税 非

課
税

●生活保護受給者 ●老齢福祉年金受給者
●本人の課税年金収入等が80万円以下

0.30 2,220 円 26,640 円

第２段階 ●本人の課税年金収入等が80万円超え120万円以下 0.50 3,700 円 44,400 円

第３段階 ●本人の課税年金収入等が120万円超 0.70 5,180 円 62,160 円

第４段階

世
帯
員
に
課
税
者
が
い
る

●本人の課税年金収入等が80万円以下 0.90 6,660 円 79,920 円

第５段階 ●本人の課税年金収入等が80万円超 1.00 7,400 円 88,800 円

第６段階

課
税

●本人の合計所得金額が120万円未満 1.20 8,880 円 106,560 円

第７段階 ●本人の合計所得金額が120万円以上210万円未満 1.30 9,620 円 115,440 円

第８段階 ●本人の合計所得金額が210万円以上320万円未満 1.50 11,100 円 133,200 円

第９段階 ●本人の合計所得金額が320万円以上 1.70 12,580 円 150,960 円

基準額

軽減後

軽減後

軽減後
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第８期保険料基準額（月額）

第８期保険料基準額（月額）

資料：地域包括ケア「見える化」システム

（円）

全国及び青森県の平均と比較し、保険料基準額は高くなっています。

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

東
北
町

六
戸
町

三
戸
町

六
ケ
所
村

七
戸
町

南
部
町

田
子
町

東
通
村

つ
が
る
市

む
つ
市

中
泊
町

風
間
浦
村

十
和
田
市

板
柳
町

大
間
町

外
ヶ
浜
町

蓬
田
村

平
川
市

藤
崎
町

新
郷
村

弘
前
市

大
鰐
町

西
目
屋
村

五
所
川
原
市

三
沢
市

青
森
市

青
森
県

黒
石
市

五
戸
町

お
い
ら
せ
町

鶴
田
町

階
上
町

野
辺
地
町

横
浜
町

鯵
ヶ
沢
町

田
舎
館
村

深
浦
町

佐
井
村

全
国

八
戸
市

平
内
町

今
別
町

南部町 7,400円

全国平均値 6,014円（高い）

青森県平均値 6,672円（高い）

県内市町村 6番目/40保険者

南部町
7,400円

青森県
6,672円

全国
6,014円
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計画の推進

PDCAサイクルのイメージ

第８期計画を着実に推進するため、計画（PLAN)、実行（DO)、点検・評価（CHECK)、改善

（ACTION)による進行管理（PDCAサイクル）に基づき、進捗管理を管理するとともに、次の施策に

生かすために必要な改善を図ります。

目標を設定し、目標達成に向けた

活動を立案する。

計画（PLAN)

計画に基づき、活動を実行する。

実行（DO)

活動を実施した結果を整理・

集約・分析し、考察する。

点検・評価（CHECK)

考察結果に基づき、計画の目標、

活動を見直しする。

改善（ACTION)

資料：第８期南部町介護保険事業計画・高齢者福祉計画 64


